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研究成果の概要（和文）：本研究では，視覚的ノンバーバル情報の制御を行うため、付加する電圧によって透過
度が変化する調光ガラスを用いた実験装置を開発している．また，この装置を用いて対話実験とコミュニケーシ
ョン解析のための指標の提案と評価を行っている．対話実験の結果，視覚的なノンバーバル情報の送受信が十分
に行われる条件では，伝達感（円滑にコミュニケーションが行われたと感じる程度）が高くなる一方，伝達度
（コミュニケーションの内容が正確に伝わった程度）が，視覚的なノンバーバル情報が抑制される条件と比較し
て低くなる傾向がみられた．これは，情報の受信者がノンバーバル情報よりもバーバル情報に注意を向けるため
であることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：In this research, communication experimental equipment with the device using
 the light control glass that transmittance changes to aim to control the visual non-verbal 
information. Using this proposed system, communication experiments were performed, and we proposed 
the communication evaluation indices. As the results of experiment, under the quantity of visual 
non-verbal information, the feeling of transmission that indicates the talker’s feeling for 
communication, showed high evaluation. On the other hand, the degree of transmission that indicates 
the degree of accurate information between the transmitted and received information by the 
communication, showed lower evaluation than it under the limited of visual non-verbal information. 
It is supposed that this is because the addressees of the information direct their attentions to 
verbal information than non-verbal information.

研究分野： ヒューマンインタフェース

キーワード： ヒューマンコミュニケーション　ノンバーバル情報　身体性　うなずき　身体的コミュニケーション　
伝達度　伝達感
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来コミュニケーションは，対話者のアンケートなど主観的な指標で評価されていた．本研究で提案している情
報の送受信の正確性（伝達度）の計測方法は，コミュニケーション研究に新たな指標を与えるものである．ま
た，新型コロナウイルスの影響により対面でのコミュニケーションが限定的になっている社会的状況において，
ビデオコミュニケーションなどを利用した遠隔での授業・会議・会話の質の向上に注目が集まっている．このよ
うな条件下でのコミュニケーションの評価にも提案する手法を適用できると考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

ヒューマンコミュニケーションやその支援システムの研究において，円滑なコミュニケ

ーションの指標は伝達感である．伝達感は，対話者との一体感や話しやすさ，聞きやすさな

どで定義されている．一方、合意形成においては、伝達感だけではコミュニケーションを評

価することが難しいことが明らかになってきた．そこで、コミュニケーションを評価する指

標に正しく伝達できた情報の量である伝達度を加え、2次元化することで、人と人のコミュ

ニケーションをより理解し、新たなコミュニケーションツールの基盤を構築することが必

要である．さらに，工学の分野における人のコミュニケーション動作に関する研究でも、こ

れまで対面対話を理想とした遠隔コミュニケーションシステムの開発が目的で、そこでの

評価は伝達感であり，伝達度については評価されることが少なかった．これは、自然対話に

おいて伝達度を測ることが困難であるためである．人と人がコミュニケーションする目的

は相互理解にあることは明らかである．様々なコミュニケーションにおいて相互理解され

る情報も無限にあるが、論理的な情報と感情的な情報の融合情報であり、共有されるべき情

報によって、支援すべきコミュニケーション形態も変化することが望ましい．とくに対面よ

りも遠隔コミュニケーションの機会が増えつつある現代においては、コミュニケーション

モードを対話者が選択するだけでなく、一つのコミュニケーションツールで段階的に対応

できることが求められる． 
 
２．研究の目的 

一対一の対面コミュニケーションにおいては、言葉だけでなく、身振り・手振り，視線や

うなずきなどノンバーバルな情報のやりとりが円滑なコミュニケーションに重要な役割を

果たしている．このような身体を介したコミュニケーションは身体的コミュニケーション

と呼ばれ、これまでに一対一のコミュニケーションにおいて様々な解析が行われ、その重要

性が明らかにされてきた．申請者らも，うなずきを中心としたコミュニケーション動作に注

目し、これらノンバーバル情報がコミュニケーションを円滑にすることを明らかにしてき

た．例えば、対面コミュニケーションおいてうなずきは話者の発話が終了する直前に開始さ

れ、話者の音声とうなずきのタイミングに高い相関性があることを明らかにしてきた．さら

に、このうなずきのモデルをコミュニケーションロボットや CGキャラクタに導入し、円滑

なコミュニケーションを支援する技術を開発してきた． 

しかしながら、一方で、杉谷は情報の伝わりやすさを話し手の伝える情報が聞き手に正確

に受け止められた「伝達度」と話し手と聞き手がお互いに情報を共有できたと感じる「伝達

感」の二つの観点から実験を行い、対面、音声、文字チャットによって「伝達度」と「伝達

感」が異なる結果を得ている．同様に、申請者らは、対面コミュニケーションにおいて視覚

的なノンバーバル情報を制御し、視覚的なノンバーバル情報が「伝達度」と「伝達感」に及

ぼす影響が異なることを明らかにしている．申請者らのこの対面対話実験において、視覚的

なノンバーバルの制御が聞き手に影響を及ぼすだけでなく、話し手が発信する音声やノン

バーバル情報にも影響を及ぼすことが散見された．そこで，視覚を制御できる実験装置を開

発し，この実験装置を用いて，コミュニケーションにおける視覚的なノンバーバル情報の役

割と影響を明確にすることを本研究の目的としている． 
 
 



 
 
３．研究の方法 
（１） 対話実験装置 

視覚的ノンバーバル情報の制御方法として，調光ガラスを用いている．用いた調光ガラス

は，負荷する電圧を調整し，ガラスの透過率を制御することが可能である．実験では，透過

率 4%を低視認性条件，透過率 14%を中視認性条件，透過率 63%を高視認性条件とする．実験

条件は，この 3つの視認性条件とビデオチャット条件としている．また，発話音声を取得す

るための単一指向性マイクと身体動作の取得にはモーションキャプチャ Perception 

Neuron 2.0 を用いて専用の PCでデータを保存している．身体動作の評価ではうなずきの同

調数と各動作範囲の基準化された合計変化量に着目している．各動作範囲は，頭ノードを含

む頭部動作範囲と，4つの脊髄，頭，首ノードを含む中心軸動作範囲と，左肩，左腕，左手

首，左手ノードを含む左腕動作範囲としている．また，事前処理では，スプライン補間によ

りデータ間隔を 1/30 秒ごとに統一している． 

（２） 伝達感・伝達度の評価方法 

 伝達感の評価には，関連研究と同様に，アンケートにより得られる伝達感に関する質問項

目の回答を指標とする． 

伝達度の評価では，各対話者が対話内容のキーワードだと考える単語同士の一致度に着

目している．一致度判定には単語ベクトル同士が成す角度の近さを表すコサイン類似判定

を使用している．そのため，各対話者がキーワードだと考える単語間の一致度が 1に近いほ

ど，伝達度が高いと定義している．なお，単語ベクトルデータには，Doc2Vec の学習済みモ

デルを用いている．  
 
４．研究成果 

 本研究では，視認性が異なる環境やビデオチャット環境などのコミュニケーション環境

が，対話者の伝達感・伝達度および発話・身体動作に及ぼす影響を検証した． 

視認性条件間の比較では，視覚的ノンバーバル情報の抑制により，伝達感や頭と体の動作

の減少および，伝達度や腕の動作の増加に繋がる可能性が示された．一方，中視認性条件は，

他の条件よりも伝達感と発話率が低下し，伝達度が増加することが示された．また，発話率

の結果から，視覚的ノンバーバル情報の抑制の程度により，視線のメタコミュニケーション

機能の会話への影響が変化する可能性が示された．さらに，環境に応じて，円滑な会話のた

めに必要とするノンバーバル情報を，意識的・無意識的に選んで用いている可能性がある．

また，対面・ビデオチャット間の比較では，ビデオチャット環境は，画角によって，身体動

作などの視覚的情報が一部抑制される環境であり，この環境が伝達度と腕の動作の促進や，

発話率や頭や体の動作の抑制に繋がることが示された．このことから，ビデオチャット条件

は中視認性条件と同様の結果が得られていることが考えられる．なお，頭や体の動作の抑制

の原因は，会話環境や首の可動域など様々な要因が考えられ，今後の課題である． 
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